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■
請
求
期
間
４
月
１
日
（
水
）
～

令
和
５
年
３
月　

日
（
金
）
※
請

３１

求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
受
け
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す 

戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令
和
２

年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
で
、

先
順
位
の
方
１
人 

地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

１
５
）

 　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
親
子
な
ど
の
孤
立
予

防
、
地
域
の
見
守
り
を
目
的
と
し

た
非
営
利
の
サ
ロ
ン
団
体
に
助
成

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る

方
、
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る

団
体
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

市
内
を
拠
点
と
し
、
原
則
月
１

回
以
上
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
登
録

団
体
※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

 

電
話
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎　

儿　

儿
０
２
９
４
）
へ

０４２

３８６

   

６
月
１
日
（
月
）
～
９
月　

日
３０

（
水
） 

市
内
契
約
６
医
療
機
関
、

第
十
一
回

特
別
弔
慰
金
の
支
給

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

対
問

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

助
成
希
望
団
体
募
集

対申

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

子
宮
が
ん
検
診

時

所

国
分
寺
市
内
契
約
６
医
療
機
関 

令
和
３
年
３
月　

日
現
在　

歳
以

３１

２０

上
の
女
性
で
、
平
成　

年
４
月
以

３１

降
に
市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
方 
　

人
（
多
数
抽

８００

選
） 

千
円
※
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
減
免
制
度
あ
り 

抽
選
結
果

は
、
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す 

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

１５

送
で
「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
健
康
課
へ
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
可

  

５
月　

日
（
土
）、　

日
（
土
）

１６

２３

午
前　

時
～
午
後
１
時 

保
健
セ

１０

ン
タ
ー 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、
妊
婦
体
操
、 
沐 
浴
実
習
等 

も
く

お
お
む
ね　

～　

週
の
就
労
妊
婦

１６

２７

と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週
数

は
目
安
で
す
） 
　

組
（
申
込

３６

順
・
初
産
婦
の
方
優
先
） 

４
月

１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

５
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
か

１１

ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時　

分

１５

３０

か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
） 

保

健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね　

～　
１６

２７

週
の
妊
婦
の
方 
　

人
（
申
込

２０

順
） 

４
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

５
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

２１

４５

分
～
４
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

１５

７
か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１５

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

５
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

３０

　

か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１１

１８

対

定

￥

他

申

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
２
日
間
コ
ー
ス
）

時

所

内

対

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申
離
乳
食
教
室

時

対

定

時

対

定

込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

試
食
な
ど 

母
子
同
室
で
す 

４

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

５
月　

日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１４

２８

日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け
付
け
は

９
時　

分
ま
で
） 

保
健
セ
ン
タ

１５

ー 

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講
話
な

ど
※
む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

平
成

　

年　

月
生
ま
れ
（
２
歳
６
か

２９

１０

月
）～　

年
４
月
生
ま
れ
（
１
歳
）

３１

の
子
ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い 

各
日　

人（
申
込
順
）

１２

 

４
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

  
【
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
（
第
Ⅱ
期
）
】

 

小
学
校
に
就
学
す
る
日
の
１
年

前
か
ら
就
学
日
の
前
日
ま
で
に
あ

る
幼
児

【
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
二
種
混

合
予
防
接
種
（
第
Ⅱ
期
）
】

 

小
学
校
６
年
生（　

歳
～　

歳
）

１１

１２

【
日
本
脳
炎
】

 

小
学
校
４
年
生（
９
歳
～　

歳
）

１０

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
】

 

市
内
在
住
で
、
過
去
に
接
種
歴

が
な
く
令
和
２
年
度
中
に　

歳
・

６５

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７０

７５

８０

８５

９０

歳
・　

歳
・　

歳
に
な
る
方
。
ま

９５

１００

所

内

他

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

定

申予
防
接
種

対対対対

た
は　

～　

歳
で
、
心
臓
・
じ
ん

６０

６４

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
の
障
が
い
の
あ
る
方

（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

 

自
己
負
担
額
５
千
円
※
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
減
免
制
度
あ
り

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

指
定
医
療
機
関（
要
事
前
予
約
）

 

対
象
の
方
に
は
案
内
を
４
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す 

健
康
課

￥所他

問

 　

ご
家
族
の
み
の
相
談
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

▽
精
神
保
健
医
療
相
談
▽
思
春

期
相
談
▽
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症

相
談 

多
摩
府
中
保
健
所（
☎　
０４２

儿　

儿
２
３
３
４
）

３６２ 多
摩
府
中
保
健
所
精
神
相
談
の

ご
案
内

内

問

 
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
は

　

何
を
忘
れ
た
か
わ
か
っ
て
い

る
の
が
、
正
常
な
老
化
に
よ
る

物
忘
れ
で
す
。
忘
れ
て
い
る
自

覚
が
な
か
っ
た
り
、
今
が
何
月

何
日
何
時
で
、
こ
こ
が
何
処

で
、
相
手
が
誰
か
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
等
、
こ
れ
ま
で
無
か

っ
た
言
動
が
出
始
め
る
と
、
認

知
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

治
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
今
後
の
対
応
を

考
え
る
時
間
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
と
は
い
え
重

症
に
な
っ
て
も
自
尊
心
は
保
た

れ
て
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
と

言
え
ば
本
人
が
受
診
を
拒
む
こ

と
も
あ
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

の
検
査
等
の
理
由
で
医
療
機
関

を
訪
ね
る
の
も
一
法
で
す
。

　

そ
も
そ
も
認
知
症
の
予
防
に

は
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
を
治

療
し
て
お
く
こ
と
が
基
本
だ
っ

た
の
で
す
。
食
事
は
野
菜
・

魚
・
果
実
を
多
く
、
塩
分
は
控

え
め
の
和
食
を
中
心
に
、
動
物

性
の
油
の
少
な
い
肉
も
取
り
、

水
分
は
入
浴
前
後
や
夏
場
は
脱

水
防
止
に
充
分
取
り
ま
し
ょ

う
。
中
年
期
は
太
り
す
ぎ
ず
、

老
年
期
は
痩
せ
す
ぎ
ず
、
〇
〇

さ
え
取
れ
ば
大
丈
夫
、
と
い
っ

た
考
え
は
避
け
バ
ラ
ン
ス
良
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。
煙
草
を
吸
い

な
が
ら
サ
プ
リ
を
飲
む
な
ど
無

意
味
で
す
。
寝
不
足
を
避
け
、

昼
食
後　

分
以
内
の
昼
寝
は
お

３０

勧
め
で
す
。
柔
軟
体
操
や
有
酸

素
運
動
（
酸
素
を
取
り
込
み
な

が
ら
の
持
続
的
運
動
）
で
あ
る

散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
水
泳
・

体
操
ダ
ン
ス
・
縄
飛
び
等
を　
３０

分
位
、
週
２
～
３
回
す
れ
ば
理

想
的
で
す
。
転
倒
や
長
期
の 
臥 が

床
は
認
知
症
の
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
の
で
運
動
機
能
低
下
は

で
き
る
だ
け
小
さ
く
、
運
動
し

な
が
ら
ク
イ
ズ
や
暗
算
を
す

る
、
右
手
左
手
別
々
の
運
動
を

し
な
が
ら
歌
を
歌
う
、
な
ど
多

重
課
題
は
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も

効
果
あ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
ひ
と
つ
で
も
生
活
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

牧
野　

英
一
郎

⑥手首も忘れずに
洗います。十分
に水で流し、清
潔なタオル等で
よくふき取って
乾かします。

③指先・爪の間を
念入りにこすり
ます。

⑤親指と手のひら
をねじり洗いま
す。

②手の甲をのばす
ようにこすりま
す。

④指の間を洗いま
す。

①流水でよくぬら
した後、石けん
をつけ、手のひ
らをよくこすり
ます。

写
真
提
供
：
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

○正しい手洗いの方法

【咳エチケット】
　咳やくしゃみが出るときは、ほかの人にうつさないため
にマスクを着用しましょう。マスクを持っていない場合
は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い、直接人に
かからないようにしましょう。
【手洗い】
　外から帰ったときや咳・くしゃみを手で覆ったときな
ど、こまめに手を洗いましょう。手洗い後は、十分に水で
流し、ペーパータオルや清潔なタオルでよくふき取って乾
かしましょう。手ふき用タオルは共有せず、ペーパータオ
ル等を使い、毎回タオルを交換するか、個人用タオルを利
用しましょう。
　正しい手洗いの方法については、右記のとおりです。

感染症予防のポイント


